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本研究の目的

「互いの存在をわかり合う」「私」の立ち位置について、可能な限り掘り下げる。

着眼点

1)対人支援は、「私」を抜きに考えることはできない。
2)対人支援を考えるとき、どこに「私」を位置づけるのか。

関心の所在

人為的に立ち位置の異なる「死刑囚」に注目した。
※ 病気や不慮の出来事ではなく、必然的出来事がその根拠である。
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1)「支援者」、「利用者」という言葉は、「対」で意味をもつ。※単体では説明

2)「私」は、「相手」を「利用者」とする「働きかけ」がある。逆もまた同様。

昨年のまとめ

3)その「働きかけ」に「応じる（＝反応を示す）」ことで、「主体」が開示される

問いの根本＝「利用者主体」とは何か？

では、相手の「働きかけ」に応じる「私」の立ち位置は？

関係が結ばれる場

「相手（私）」

「利用者」「支援者」

「私（相手）」

「働きかけ」に「応じる」

「私」－「相手」の間には、確実な「絶壁」がある。

発表の目的：問題の整理

この立ち位置から、相手にどう応じるか？

理想

「私」と「相手」の立ち位置が、際だって異なる関係として「死刑囚」に注目
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「ある死刑囚との対話」について

• 加賀乙彦 著（＝精神科医）
• 死刑囚「A」との往復書簡をとりまとめたもの
• 1967年8月15日～1969年12月7日までの往復書簡をまとめた
※12月9日執行

• 死刑囚「A」について
• 1953年 事件発生（当時24歳）－「ナット・ギルティを主張する」
• 1955年 キリスト教入信
• 1963年 刑確定
• 1969年 執行（40歳）

※ 加賀は本事件をモデルにした小説、「宣告」を発表

加賀乙彦著 弘文堂 1990年

「ある死刑囚との対話」から

一九五三年と言えば、戦後まだ十年を経ていない時期であった。街に戦争の
廃墟が残っていたように、私の心にも敗戦でうけた心の傷が癒えずに残って
いた。一口で言えば、それは人間不信、とくに、自分に軍国主義を教育し、い
っぱしの軍国少年に育てあげた大人たちへの不信であった。Aの車内での言
動（＝罪の意識のかけらもない）に、私は、まさしく自分と同じ人間不信を見い
だした。（「ある死刑囚との対話」4頁）

濃密で個人的な手紙を交わすようになった切っ掛けが私の処女作「フランドル
の冬」の出版であった。文学を通じて、二人の心に何かが働き、心がより深く
通じ合うようになったのか、それとも今はキリスト者となった私の言い方によれ
ば、神のうながしがあったのか、理由はわからない。

※何かが働き・・・これを言語化するのは今後の課題
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「より心が通じ合うようになった」

加賀の友人X（詩人）が肺ガンとなるが、Xの親友Yが、それとなくもらし
たことによって、Xは死に対する恐怖に顔を引きつらせた。(109頁要約）

Yの行動に加賀は批判的態度を示しつつ、戸惑う。

1. 真に人間的な生き方というのは、死を知ることではなく、いつおとづれるかわか
らぬ死を、誰でもおそれるようにおそれながら、一つの生を生きていく。

2. 残された生を詩にうちこませ、一つでも二つでもすぐれた詩を書くことは、本人
の深いのぞみでしょうし、又文学にとっても良いことかもしれない。（110頁要約）

「生」、「死」という問題を、日々、「死」と向き合う「A」に尋ねる。
なぜか？

1968年9月12日の手紙
なお、本文ではX＝A、Y=B

「A」は、加賀に問われた理由を

おそらく私が現在Xさんといわば同類の状況にあると、お考えになった
からでしょう。（112頁）

と考えた上で、Xにガンを告げた行為を残酷である、と指摘。

「より心が通じ合うようになった」 1968年9月17日の手紙

「死」を正面からみつめても、常に良き死が迎えられるとは限らない。
（113頁）
「死を知る」よりも、生きる喜びを重んぜられねばならない。（115頁）
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相手の立場に立つ私＝私の立ち位置

私 私私相
手

相
手

相
手

私の立ち位置

“まず、よろこびつつ、生きること”はそれほど（＝とても：発表者註）大事なこと
ではないでしょうか。

と答えている。

客体化し合う関係 自らの中で、相手の
主体を認め合う関係 主体と主体の関係

相手の立場に立つ
相手の立ち位置に立つ

まとめ

 本来的意味での「主体」は「私」以外考えられないのだから、「相手」が「主体」であ
るには、「相手」から向けられている「私」との関係を意味づける「力」に、「私」が応
じることによって、成り立つ。

 応じるときの私の立ち位置は、自らの立ち位置から、相手の立場に立つことでは
なく、自らの立ち位置を堅持しつつ、私と相手の間に横たわる「絶壁」を乗り越えて、
相手の立ち位置に立つ。

 この関係における両者には、「主体」－「客体」の分別に意味はない。
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ご静聴ありがとうございました。
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